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う 生 徒カミ１１名 （６．追％） も 発 見 さ れ た．

いずれの運動負荷心電図を用いた学校心臓検診も試

験的なものであるが， 突然死する可能性のある不整脈

生徒が発見され， 有効性が判明した． 児
童・生徒の数

が減少する昨今， より精度の高い児童・生徒の健康管

理カミ求 め ら れ て い る． 今 回 の 結 果 よ り， 蝿 童 ・ 生 徒 の

突然死を１人でも減らすために， 少なくとも運動部員

には運動負荷心電図検査を用いた学校心臓検診が行わ

れ る こ と が 望 ま れ る．

８． 高 校 生 の 運 動 歴 に つ い て

（第二病院小児科）

山 崎 香 ・ 浅 丼 利 夫 ・ 村 田 光 範

子 供 の ス ポ ー ツ の 問 題 点 と し て 早 期 の 専 門 化 と， 全

く 逆 の 運 動 不 足カミあ げ ら れ る． ス ポ ー ツ を 愛 好 す る 年

齢での子供のスポーツの申心は学校のクラブ活動であ

る
．

今 回，都 立 高 校 １ 年 生３５７名 に つ い て ア ン ケ ー ト 方 式

に よ る 小 学 校， 中 学 校， 高 校 の ス ポ ー ツ 歴 の 調 査 を 行

う機会を得たため種目を申心に検討した．

小 学 校， 中 学 校， 高 校 時 代 と 続 け て ス ポ ー ツ を 行 っ

て い た 子 供 は３５７名 中五７９名５０．１％ と， 小 学 校 時 代 に ス

ポ ー ツ を し て い る と そ れ 以 後 も 続 く ケ ー ス カミ多 く み ら

れ た． ま た 小 学 校， 中 学 校， 高 校 時 代 続 け て 同 一 種 目

を 行 っ て い た 子 供 は１７９名 申５７名 お り，人 気 の 高 い 野 球

と サ ッ カ ー で８０％ 近 く を 占 め て い た．
以 前 か ら 指 摘 さ

れ て い る よ う に 早 期 の 専 門 化 傾 向カミみ ら れ た．

小 学 校， 申 学 校， 高 校 を 通 し て 全 く ス ポ ー ツ を 行 っ

て い な か っ た 子 供 は１８名５．１％ で あ っ た． ま た， 時 代 別

に ス ポ ー ツ を 行 っ て い な か っ た 頻 度 を み る と 小 学 校 時

代 に は７３名２０．５％， 中 学 校 時 代 は５９名１６．６％， 高 校 時

代 は１３２名３７％ と 高 校 時 代 で は ス ポ ー ツ を 行 わ な い 傾

向カミみ ら れ た．

最 近 の ス ポ ー ツ の 多 様 化 に 伴 い， 今 回 の 調 査 で も ス

ケ ー ト ボ ー ド， ゴ ル フ， ジ ャ ズ ダ ン ス， ボ ク シ ン グ な

ど を 行 っ て い る 子 供カミみ ら れ た．

今後は都内の高校だけでなく他の地域も含めもっと

広 範 囲 な 調 査 を 行 っ て い き た い と 思 っ て い る．

教育講演 スポーツ外傷について

（横浜労災病院整形外科） 田渕健一

１９７遂年より９年間で筑波大学で私自身カミ診た運動部

学生のスポーツ障害の部位別頻度は多い１頃より膝， 足

関 節， 腰， 足， で あ っ た． そ の 後 も 順 位 は 変 わ ら な い．

但しこれらは実際の頻度ではなく心配して相談に来る

比較的重症な疾患の頻度である． 体育専門学群の学生

に と っ て 故 障 の た め ス ポ ー ツ が で き な く な る と い う こ

と は 退 学 に 繁カミる の で， 真 に 厳 し く 閉 ざ さ れ た キ ャ ン

パ ス の 中 で も 私 も 逃 げ も ご ま か し も で き な か っ た の が

ス ポ ー ツ 医 学 と の 付 き 合 い 始 め で あ っ た．

外傷性疾患は］回の外力で生じるものでラグビーの

頸椎損傷， アメラグでの脳挫傷等を除けば交通事故等

に 比 べ れ ぱ 軽 傷 で あ る． 東 京 オ リ ン ピ ッ ク で の 選 手 村

の診療所の頻度では昆関節捻挫， 突き指， 打撲， 膝捻

挫 の 順 で あ っ た．

障害性疾患は小さな繰り返される外カで生じるもの

で， 種 目 独 特 の も の も 多 く， テ ニ ス 肘， ラ ン ナ ー ズ 膝

等 の ス ポ ー ツ の 名 前 を 付 け て 呼 ぱ れ る も の も 多 い．

過労性骨障害について中足骨を例に挙げた． どちら

と も 決 め か ね る こ と も あ る， 例 完 ば 以 前 よ り 痛 み の

あ っ た ア キ レ ス 腱 断 裂 が 挙 げ ら れ る．

部 位 に よ り 原 因 種 目カ 漢 な る． 肘， 上 腕 で は 体 操，

柔 道 が 上 位 を 占 め， 膝 で は サ ッ カ ー， バ ス ケ ッ ト， 陸

上カミ上 位 を 占 め る．

私が筑波に赴任しだ年に整形外科スポーツ医学研究

会が発足 し， 発展し日本整形外科スポーツ医学会と

な っ た．
１９７９年 に は 全 科 を 含 む 会 が 東 西 で 発 足 し， 日

本臨床スポーツ医学研究会となり今年で４回目を迎え

る
．

ス ポ ー ツ 選 手 の 治 療 と い っ て も 特 別 ラ ジ カ ル な も の

がある訳ではないカミゴールを従来の日常生活への復帰

で は な く ス ポ ー ツ ヘ の 復 帰 と し た た め に 膝 の 分 野 で 目

ざましい進歩をとげ， 足関節や肩関節でも進歩しつつ

あ る．
こ れ ら が 一 般 に 還 元 さ れ る の も 当 然 の こ と で あ

る
．

ス ポ ー ツ 選 手 の 手 術 を 考 え る 時， 方 法 の 工 夫， 装 具，

リ ハ ビ リ， 再 発 予 防 と 若 干 の 工 夫カ
ミ必 要 で 回 復 期 に は

現 場 の ス タ ッ フ と の 連 携 が 必 須 で あ る． よ り 短 い 固 定

期間のだめに膝前十字じん帯の再建には人工じん帯で

の補強がなされ， 外固定用の装具も種々工夫されてい

る
．
よ り 小 さ な 外 傷 の た め に は 皮 切 の 改 良， 手 術 機 械

の工夫， 内固定の選択などを考慮してきたが足関節を

例に挙げ述べた． 装具， サポーター等の開発もなされ

昆 関 節，膝 蓋 骨 亜 脱 臼 用 サ ポ ー タ ー を 示 し た．ス ト レ ッ

チ ン グ も 大 切 で オ ス グ ッ ド 氏 病 や ジ ャ ン パ ー ズ 膝 な ど

膝伸展機構の使い過ぎによる疾患の治療には欠かせな

い． ス
ポ ー ツ リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン で は 温 熱 療 法， 持 久

的 ト レ ー ニ ン グ， 筋 カ ト レ ー ニ ン グ， 巧 綴 性 ト レ ー ニ

ン グ， 専 門 線 習， を 考 慮 す べ き で あ る．

以上急速に進歩しつつあるスポーツ傷害の治療につ
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い て 述 べ た．

第５回スポーツ健康医学懇談会

日 時

場 所

乎 成 ５ 年 ７ 月１０日 （土） １３：３０～

東京女子医科大学 臨床講堂２

開会の辞 会長 重田帝子 （放射線科）

座長 原 信行 （神経精神科）

１． テ レメ ト リ ー 方 式 に よ る 酸 素 摂 取 量 測 定 の 意 義 と 臨 床 応 用 に つ い て

（青山病院 循環器内科 臨床ス恭一ツ医学科，
非臨床検査科）

安 達 由 美 子 ・ 小 堀 悦 孝 ・ 西 川 和 子 ・ 小 沢 典 行 ・ 安 田 かカｓり ・

永 田 ま こ と ・ 小 笠 原 定 雄 ・ 木 全 心 一 ・ 田 嶋 明 彦鶉・ 佐 藤 功 Ｊ

２． 水 泳 選 手 に 見 ら れ る ス ポ ー ツ 心 臓 に つ い て 一 第 １ 報 ： 心 エ コ ー 図 所 見 を 申 心 に 一

（第二病院小児科） 橋本景子・浅井利夫・村田光範

座長 小堀悦孝 （青山病院）

３．
ベ ビー ス イ ミ ン グ の 現 状 に つ い て

（第二病院小児科） 山崎 香・松永 保・浅井利夫・村日ヨ光範

４． １９９２～１９９３の 塩 沢 町 ス キ ー 診 療 所 の 活 動 報 告

（１凍 京女子医大 膠原病リウマチ痛風センター，
２伺 青山病院 整形外科，

３牝 里 大 学 医 学 部 整 形 外 科） 細 谷 知 花１〕・ 井 上 和 彦童）・ 斉 藤 聖 コ〕・

入 江 一 憲２，・ 米 本 光 一）・ 若 林 敏 行’〕・ 豊 田 敬）・ 八 巻 冬 彦３）

教育講演 座長 入江一憲 （膠原病リウマチ痛風センター）

「選手強化とスポーツ医学：高所トレーニングを申心として」

東京大学教養学部保健体育科助教授， 日本体育協会スポーツ診療所所長

川原 貴

座長 浅丼利夫 （第二病院小児科）

５． 当 院 に お け る 社 会 人 ラ グ ビ ー 部 へ の か か わ り に つ い て の 報 告

一筋カ測定等を通して一 （膠原病リウマチ痛風センター） 山ノ内聖一・市川博一・

市 川 琢 美 ・ 佐 藤 清 美 ・ 小 柴 理 奈 ・ 井 上 和 彦 ・ 岩 本 卓 水

６． ラ
グビー選手に発生しだ胸郭出口症候群の１例

（王）青 山 病 院 整 形 外 科，
２）膠 原 病 リ ウ マ チ 痛 風 セ ンタ ー）

石 井 重 雄１〕・ 丼 上 和 彦２；・ 入 江 一 憲１〕・ 斉 藤 聖 二２）・

米 本 光 一〕・ 佐 藤 晋 介２）・ 西 困 光２；・ 今 井 千 恵 里２〕

座長 坂木佳寿美 （衛生学公衆衛生学）

７． 太極拳の呼吸生理学的検討

（第一内科） 山口美沙子・高 蘭蘭・竹富孝子・片桐佐和子・

北山和貴・吉村章子・吉野克樹・金野公郎

８． 甲状腺機能充進症患児の運動能一肺機能に与吏る影響について一

（ｉ凍 京女子医大第二病院小堀科，
２〕徳島犬学医学部小児科） 若杉訓世１）・

大 塚 宏 子’〕・ 池 谷 優 子１〕・ 原 美 鈴’）・ 多 園 羅 勝 義２）・ 村 田 光 範１〕

９． 東京女子医科大学膠原病リウマチ痛風センタースポーツ医学外来１年間の傷病傾向
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